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1は じめ に

筆者 は、2000年3月 本誌 に 「中国 にお ける気功 活 動 の展 開 と法 輪功事件 」と

い う論 文 を発表 し,政 府 の法輪 功取 り締 ま りの 中で徐 々 に明 らか になって き

た法輪 功 の発 展過 程 と取 り締 ま りの過程 を概 観 し,さ らに、 そ の法輪功 の起

源 として、80年 代後 半か らの 中国 にお け る気 功 ブー ム に注 目 して、80年 代
(1)

以降 の 中国で の超 能 力論争,気 功 ブー ムの実 態 を紹 介 した,

それか ら3年 の問 に この超 能力、気 功論 争 にお け るい くつか の重要 な事実

が紹介 された 。本稿 で はそれ らを補完 した うえで,再 び この論 争過程 を簡 単

に振 り返 って見 た い。

1980年 代 前半 の超 能 力論争 につ いて は、第2節 「超 能 力論 争 の展開」で基

本 的 な流 れ をた どっ て見 る。80年 代 後 半 以降 の気 功 ブ ー ム につ いて は、第

3節 「気功 ブー ム の諸 問題 」で、 ブー ムの概 要 、 中央 「人体科 学小組」 の機
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能 、及 びスーパ ー気 功 師で あ る厳 新 の活動 に絞 って その展 開 を見 る。法輪 功

事件 につ いて は、 第4節 「『邪 教 』の定義 をめ ぐって」で 「邪 教」の定義 をめ

ぐるい くつ かの見 方 を紹 介 した い。

論争 の詳 しい展 開過程 につい て は附録 の年表(1)、(2)、(3)を 参 照 された

い 。

2超 能力論争の展開

(1)超 能 カ ブ ー ム の 発 生

1979年3月11日 『四 川 日報 』が 「大足 県 で耳で字 が わか る児 童 を発 見」 と

い う記事 を掲載 した。 当時 は、 まさに改 革 ・開放 初 期 に あた り、実践 が真 理

を検 証 す る唯一 の基 準 で あ る とす る雰 囲気 の中で,こ のニ ュース は直 ち にマ

ス コ ミの大 きな注 目を集 めた。 しか し、 中国共産 党 の理論 で あ る唯物 弁証 法

の科 学理論 と矛 盾 す る内容 で あ るた めに、大 方 の予想 どお り、6月2日 『人 民

日報 』が 四川省 の耳 で字 を読 む小 学 生 の話 は盗 み読 み に よ る とす る 「四川 医

学 院の報 告」を報 道 した。 四川省 党委 員会 の楊超 書記 が この件 で 自己批 判 を

迫 られ た。

しか し,こ こで香港 の 『明報 』が6月18日 李学 聯署 名 の 「耳 で字 を読 む事

は必 ず しもデ タラメ と言 えない」 との大 陸研 究者 へ の手紙 を発表 し、 西欧各

国 の科学 で は耳 で字 を読 む事 はESP(超 感 官知覚)の 初 歩的常識 であ る とし、
(2)

当局 の実験 を経 ない論 断 に反 論 した,

この論 文 は、 当局 の反 応 を測 りか ね て いた 人達 を勇 気 付 け、 い った ん ブ

レー キが かか って いた ブー ムに火 をっ け る こ とになった。 ロケ ッ ト工学 者銭

学森 、 中国科学 技術協 会書 記最春 栄 らの支持 の下 、上海 の 『自然雑 誌 』 は、

超 能 カ ー人体 特殊 能 力(中 文:人 体 特 異効能)研 究支持,推 進 の本 部 となっ

た。 マ ス コ ミは全 国 で続 々iT超 能力者ITを 発 掘 し,報 道 し,1980年2月 には
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『自然雑誌』社が上海で第1回 人体特殊能力科学討論会を開催 し、3月 以降全

国各地で人体特殊能力研究会,座 談会が開かれ、81年1月 には四川省人体科

学研究会準備グループが成立、5月 には重慶で、全国級の第2回 人体特殊能

力科学討論会が開催 され,18日 、中国人体科学研究会準備委員会が成立 し

た。

(2)批 判派 の反撃

人体特殊能力研究促進派に押されっぱなしの、人体特殊能力の存在を認め

ず、研究にも反対する干光遠国家科学技術委員会副主任、呉明喩同委員会副

主任 らの 「ニセ科学」批判グループは、反撃に転じ、1981年10月 、国家科学

技術委員会政策研究室が 「人体特殊能力問題」座談会を開催 した。ここで国

家科委政策研究室、中国科学院政策研究室、中国自然弁証法研究会共同によ

る,「人体特殊能力問題調査研究連絡グループ」が結成 された。11月 、同グ

ループは 『人体特殊能力問題調査研究資料』を創刊 した。

こうして、銭学森を中心 とする中国人体科学研究会準備委員会、『自然雑

誌』編集部、同編集部の 『人体特殊能力通迅』等の人体特殊能力研究促進派

と、それに対立する批判勢力が形成されたことにな り,両 陣営が、それぞれ

宣伝,研 究、論争を展開することになった。

(3)大 論 争

1982年2月 に中国科学院の報告会で、干光遠が人体特殊能力研究の方法論

である超心理学を、神霊学でありニセ科学であると批判、『人民日報』が これ

を報道 したことか ら、両派の攻防は白熱 し,中 国共産党が人体特殊能力研究

を公認するか どうか、党中央宣伝部前部長で,現 党主席である胡耀邦の権威

ある判断が迫 られる事になった。

3月15日 、国防科学技術委員会副主任張震簑が、『人民 日報』編集長胡績
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偉 に手紙 を書 き2月 の干光遠 等 の批 判 とその 『人 民 日報 』掲 載 に厳 し く抗議

し、 この手紙 に対 して、4月10日 胡 耀邦 は人体 特殊 能 力 に関す る批 示 を書 い

た。 「この問題 にっ いて は1979年 の最初 か ら私 は疑 問 を持 ち,3回 批語 を書

いて,こ れ はわ れわれ の研 究 の方 向 で はな く,新 聞雑誌 で紹 介 と宣 伝 を して

はな らな い,と 提 起 した。0部 で は断定 的 な ところが あ ったが,私 の主 張 は

根 拠 の あ る もの だ っ た。後 に私 は管 轄 しな くな っ たが、新 聞雑 誌 にか な り

載 った。今 も私 は この二 つ の線 を守 るべ きだ と主張 す る。宣伝 部 門がや って

も らい たい。」

この方 針 に したが って,4月20日 に党 中央 宣伝 部 が 「新 聞雑誌 上 で人体特 殊

能力 を宣伝 或 い は批判 して はな らな い こ とに関す る通 知」を出 した。 「最近 中

央 の何 人 か の指導 的 同志 は以下 の見解 を示 した。TI耳 で字 を読 む"類 は、 わ

れ われの研究 の方 向で はな く,新 聞雑 誌 で紹 介 と宣伝 を して はな らず、 また

批 判 の文 章 とニ ュース を発表 して はな らない。」

この党 中央 宣伝 部 の折衷 的 な指 示 に対 して両派 ともに反発 した。5月5日

銭 学森 は党 中央宣伝 部 常務 副部長 郁文 に手紙 を送 り、 この文 書 が下部 で実施

され れ ば,人 体 特 殊 能力研 究 は一撃 で壊 滅 して しま う、 「私 は党 性 を もって

人体特 殊 能力 の真実 を保 証 す る」 と、含 蓄 の あ る抗 議 を行 った。 これ は胡 耀

邦 党主席 に影 響 を与 え,5月13日 、胡 主席 は再 び批 示 を発 表 した。 「これ は

われ われの研 究 の方 向 で はな い。 そ して科学 的 に まだ充分 に実 証 され て いな

い前 には,新 聞雑誌 で宣伝 せ ず、紹 介せ ず,ま た批 判 しない。 この2か 条 は

私 の見 る ところ、妥 当で公 正 な もので あ り,断 固 として この よ うに行 うべ き

で あ る。 しか し,ご く少数 の人 が、 引 き続 きこの 問題 を研 究 す る こ とは許 さ

るべ きで,ま た彼 等 が小型 の定期 研 究状況報 告 を出 し,こ の方面 に興 味 の あ

る科学研 究 者 に送 付 して閲読 し,引 き続 き検討 す る事 は許 され るべ きだ。」

胡耀 邦が 、人体 特殊 能 力研 究推 進派 へ の批 判 を許 さず,ま た研 究 の継続 を

認 め,科 学 的実証 の可 能性 す ら も示 唆 した事 は、反 対派 に一段 と大 きな危機
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意識 を抱 かせ た。

5月18日 科学 技術 委員会 副主任 呉 明喩 が胡耀 邦 に手 紙 を書 き、28日 干 光

遠 が胡耀 邦 に手紙 を書 き、 いずれ も4月20日 の 中央 宣伝 部通 知 を批 判 した

が、 時 すで に遅 く,6月15日 中共 中央宣伝 部が再 び 「人体 特殊 能 力宣 伝 問題

に関す る通 知」 を出 した。胡耀 邦党 主席 の指示 に よ り人体 特殊 能力 の宣伝 問

題 につ いて は、宣伝せ ず、批判 せず 、論 争せず 、 とい う 「三不 」方針 を明示

したので あ る。 「論 争せ ず」が加 わった事 で,反 対 派 が攻 撃 を行 う手段 が0層

大 き く制 限 され る こ とにな った。

1982年3月 に国 防科学 技術 委員会 副主任 張震簑 が、 気功 師張 宝勝 の党元老

達 への特 殊識字 能 力、 医療効果 等 の実演 を組織 し、5月 に は葉 剣英宅 で張宝

勝 の気 功実 演 を行 わせ て いた こ とな どをふ まえて,後 に干光遠 は、革命元 老

達 へ の治療 を気 功 師が 止 め る と困 る との配慮か ら批判 の手 が鈍 った、 と回想

して い る。胡 耀 邦 の苦 悩 も革命 元 老 達 の 意 向 に ど う配 慮 す るか とい う点 に

あ った ので はな いか、 と想定 され るので あ る。

3気 功ブームの諸問題

(1)1980年 代 後 半 の 気 功 ブ ー ム

1950年 代 の第1次 気 功 ブー ム に続 く、 第2の 気功 ブー ム は1987年 か ら始

まった。 この年6月 か ら人体特 殊能 力 の研 究、管 理 を担 当 す る 「四人小組 」弁

公室 で仕 事 をす るよ うになった 申潭 に よれ ば、 ブー ムの実 態 は次 のよ うな も
(3)

ので あった

気 功 ブー ムを もた ら した0っ の重要 な要 因 として、 気功 師、研 究者 、老幹

部 、 マス コ ミの密接 な協 力 が あ り、 その具体例 は、厳 新 、 陸祖 隠、張震 簑 、

明 真等 の問 の協 力 に見 られ る とい う。1987年 にあ る新 聞 が0面 で、厳 新 が

清華 大学 で気功 外気 の実 験 を行 って重大 な突破 を勝 ち取 った と報道。夏 に は
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陸祖 隠が興城 で 開かれ た全 国気功 科学学 術会議 で厳 新 の気 功 科学実験 の報 告

を行 い、 ち ょう どこの時、厳 新 は先 ず遼 寧で 、 さ らに北 京、 内蒙古 、広東 等

で気功 実演報 告 を行 った。各 単位 は争 って厳新 を招 いて報 告 を求 めた。各 新

聞雑誌 は気功 の医療 奇跡 と科 学実験 の奇 跡 を大 い に報 道 し、宣 伝 した。厳 新

ブー ム と気功 ブー ムは双 子 の よ うな もので あ った とい う。

気功 ブー ムは同時 に特 殊能 力 の宣 伝 に機 会 を与 え る事 にな った。 厳新 は気

功 の宣 伝 を行 う時 に、特 殊能 力 の宣 伝 を大 い に行 った。 気功 、特 に高級気 功

は特殊 能力 と密接 に関連 し、 これ らを厳 格 に区別 す る事 が難 しか った。気 功

ブー ム は特殊 能力 の宣伝 にチ ャ ンス と条件 を創 造 した。気 功 ブームの 中で、

人体 特殊 能 力 ブー ムが大 き く復 活 して きた ので あ る。

また申潭 によれ ば、厳 新 の後 に は、張 宏墾 、張香 玉、 張小平 、沈 昌、狭 玉

騎 、陳林 峰、 張致祥 、 田瑞 生 、李洪 志等 の 「気 功大 師」 が続 々 と現 れ て、 そ

れぞれ 二、三年 世 の 中 を騒 がせ た。 その 内の何 人 か は、 自己造 神能 力 は厳 新

に劣 らなか ったが、 その他 の面 で の品格 は、 は るか に厳新 に及 ぼなか った。

一部 の人 は、 まった く気功 事業 の発展 のた め に気功 の科学 実験 を行 うので は

な く、 きちがい じみて金儲 けを図 り、迷信 を宣 伝 し、名 を騙 り、利 を騙 り、

色 を騙 り、財 を騙 った。 張香玉 、張 小平 は、気 功界 の な らず者 で あ った、 と

い う。

(2)人 体 特殊 能 力研究 管理 小組

伍紹祖は、「文化大革命」中は王震副総理秘書を勤め、後に国防科学技術工

業委員会に入って1985年 には政治委員を務めていた。伍紹祖は、中央宣伝

部 と国家安全部の二人 と合同で上層部に手紙を書 き、人体特殊能力の科学上

の意義、および国防 と安全の面での可能な応用価値を述べ、3人 でグループ

を作 り、特殊能力研究及び政策 と管理の責任を負 う事を申し出た。 この件は

党中央責任者の同意を得て 「3人小組」が成立 した。張宝勝を代表 とする人体
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特殊 能力研 究 は秘密 裏 に推進 す る事 が確 定 し、張宝勝 は伍 紹 祖 の指導 の下 に

507研 究所(国 防科 学技術 委員会所 属 の宇宙 生理学研究 所)に 在籍 した。1987

年 に、 国家科 学技術 委員 会 の郭 副主任 が加 わ って 「4人 小 組 」 となった。

1989年 に は、伍紹祖 が 国家体 育運 動 委員会主任 に転 じ、1990は じめ に は

郭副主任 が転 勤 になった た め、 「4人 小 組」の活動が停 止 した。夏 に4人 が連

名 で事 業 の継 続 を上 申 し、12月 には 「6人 小組」発 足 した。伍 紹祖 が組長 で、

成員 には衛 生部 の陳部長 、国家 科学 技術委 員会 の李 副主任 、 中央宣伝部 責任

者 、等6人 か らな って いた。

1991年2月 に第1回 会 議 が 開か れた。 内容 は四 つの強 化 で、 指導 の強化 、

管理 の強化 、事務機 構 の強化 、科研 の強化 で あった。 「6人 小組」は、成 員 の

変動 で、後 に人体 科学 工 作組 と改称 した。伍 紹祖組長 が 国 家体 育運動 委員会

主任 とな ったた め、人体 科学 工作弁 公室 は体育運動 委員 会 武術研 究 院 に置 か

れ、 同院院長 が弁公室 主 任 を兼 任 す る ことになった。

干光遠 は、 自然 科学 に しろ,社 会 科学 に しろ中央 指導 小 組 とい う組織 は存

在 してお らず,た だ人体 科学 だ けが 中央 指導小組 を持 っ て い る事 自体 が異常
くの

な こ とで あ る、 と述 べ て い る。 この中央 指導小組 の存在 が 気功 ブーム に巨大

な推進 力 を与 えた こ とは間違 いな い。

(3)厳 新 の 気 功 活 動

1986年ll月18日 『光 明 日報 』は、 中 医、気功 、武術 、特 殊 能力 を一 身 に備

えた 中医師厳 新 が重慶 か ら多数 の病 人 を治療 しっつ北 上、 と報 道、1987年1

月24日 には 『光 明 日報 』が一面 で、厳 新 と清華大 学 が気功 外 気 で各種水 溶液

を変化 させ る実験 に成功 した と報 道 した。

この年2月 に は党 中央 の あ る指導者 が、厳 新 と清華大 学 の実験 の代 表 に対

して 「気功 は迷信 で はな く,科 学 で あ る。 これ は反対 す るな,宣 伝 す るな、

とい う問題 で はな い。大 い に宣 伝 すべ きで あ り,こ の科学 研 究 の深化 を促進
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し,四 つ の現代化 に役 立 て るべ きで あ る」 と述 べ た。 これ 以降厳 新 の人気 は

(5)

急上 昇 して気功界 の最 も輝 か しい ス ター とな った。 また1987年1月 の胡 耀邦

失脚 直後 の タイ ミングで あ る こ とか ら考 え る と,こ れ は胡耀 邦 の 「三 不方 針」

が事実 上否 定 され た こ とを意味 して いた ので あ る。

1988年 秋 、厳 新 が この年2度 目の香港 訪 問 を行 った とき,香 港 の科学 界

で は香港 中文大学 の甘 巨廷博 士 が先頭 に立 って厳 新 の実験 報告 は何 も証 明 し

て い な い と反 論 し,半 年 で香 港 で は気功 熱 が さめ て,気 功 と特殊 能力 討 伐

ブームへ と180度 の転換 が見 られ、 これ は大 陸 に も反 映 された とい う。 さ ら

に医 師張洪林 らの調査 に基 づ いて1989年4月 、 『健 康報 』が 、清華 大学 当局

が、厳新 の実験 と清華大 学 とは関係 が無 く,科 学研 究 とは評価 しな い、 とコ

メ ン トした と報 道 し、厳新 気功 熱 は急速 に衰 えた。

厳 新 は この後 、 活動 の舞 台 をアメ リカ に移 した。1990年6月 に初 めて訪

米 。1991年7月 には北 米 で国際厳 新気 功科学 協会 が成 立、1995年6月 には

イ ェー ル大学 で初 の厳 新気 功科 学 シ ンポジ ウムが 開かれ、1996年7月27日

ハ ーバ ー ド大学 で 「中国気 功熱 の啓示 」 と題 す る講演 を行 った。 中国で は、

1994年4月1日 に中共 中央組織 部 で、97年1月 に は中共 中央 党校 で講 演 を

行 って い る。

厳 新が最 近力 を入 れて い る研究 は、 第1に 「辟 穀」 す なわ ち水 以外 は取 ら

ない断食 で、6年 半水 だ けで成 長 してい る女 学生 が い る とい う。第2は アメ

リカか ら中国 まで10000キ ロの長距 離か ら気 を発 して物質構 造 を変化 させ る実

験 で あ る。 第3は 気 によ る遺 伝 因子転換 の実験 で、癌細胞 の良性化 、薬 品会

社 で の抗生物 質生産 等 へ の応用 で あ る とい う。

厳 新 の事例 か らは、厳 新 の特 殊 能力 の感化 力が極 めて強 い事 が うかが われ

る と同時 に、 気功 外気 と特 殊 能力 の実証 には多 くの問題 が存在 して い る事 が

わか る。 また、 国内で抵抗 に会 う とアメ リカ に舞 台 を移 す とい うパ ター ンは

多 くの気 功 師 に見 られ る もので,法 輪 功 の李 洪志 も厳 新 の このパ ター ンを継
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承 した もの と考 え られ るので あ る。

4「 邪 教 」の定 義 をめぐって

(1)現 代 中 国 に お け る 「邪 教 」

中国警 察学会 副会長 で あ る課松 球 によれ ば、1979年 以 降,改 革 ・開放期 に

中国で は キ リス ト教 また は仏教 の看 板 を掲 げた非法組織 が14出 現 し,活 動

は極 めて活発 で あった とい う。 その 中 には国境外か ら浸透 した もの も,国 内

で 自生 した もの もあった。 主 な もの として は、次 の よ うな ものが あ げ られて
(s)

い る。

外 来 の もので最大 の もの は 「呼 び声派(呼 城派)」 で、 山東省 出身 の プロ テ

ス タ ン ト李常 受が アメ リカで 「地 方教 会 」を広 め、 これ が1979年 か ら中 国 に

普及 を はか り、1983年 には主 として華 中360県 市 で、20余 万人 に信 徒 が拡大

した。共 産党,政 府,既 存 「三 自」教会 を攻撃 した。 「呼 び声派 」地方幹 部 の

中か らそれ ぞれ独立 して教 組 とな り、 一派 をか まえた もの に は,「 被 立王 」、

「中華大 陸行 政執事 立占」「全範 囲教 会」が あ り、 「主神教 」主 の劉家 国 は 「被 立

王」 幹部 が独 立 した もので あ る。 その ほか 外来 の もの と して 「達米 宣教会 」

(韓国 プ ロテ スタ ン ト系)、 「TheChildrenofGod天 父 の児 女」(米キ リス ト

教 系)、 「新約教 会」(香 港 プ ロテス タン ト系)、 「霊仙 真仏 教」(台 湾 系)、 「観

音法 門」(台 湾系)、 等 が あ げ られ て い る。

土 着 の もの として は、 プ ロテ ス タ ン ト系 の 「門徒 会 」が あ り、安 康地 区 な

ど陳 西、 四川、 湖北 の辺 鄙 な境 界 地帯 に勢 力 を伸 ば し,1990年 には信 徒 が

3.7万 人 に達 し、地 方政権 の機 能 を代 行 す る勢 いを見 せ た。 また、 プロテ ス

タ ン ト系 の 「霊 霊教」 は長 江 デル タで1万 人 の信徒 を数 えた。

こう した新 しい状況 に対処 す るた め に中国警 察学会 で は、1995年11月 に、

(7)

旧社 会 の いわゆ る 「邪教 」 と異 な った新 しい 「邪 教」 の概 念 を提起 した
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それ に よれ ば、邪 教組 織 の共 通 の特徴 は、次 の点 に あ った。 「少数 の不 法

分 子 が,憲 法 と法律 に違 反 して,宗 教 の外衣 をかぶ り、宗教 経典 中の片言双

句 を取 り出 して,大 量 の封建迷 信 と異端邪 説 を混ぜ 合 わせ,人 心 を惑 わせ,

大 衆 を ごまか し欺 き,秘 密裏 に結 集 して非法 組織 を打 ち建 て,違 法犯 罪活動

に従事 す る。」

(2)「 邪 教 」 の 新 しい 定 義

法輪功 組織 が 引 き起 こ した1999年 の4.25事 件 以降 、10月30日 、法律 の形

で 「邪教 」 は次 の よ うに定義 され た。

「宗教 ,気 功 その他 の名 義 を騙 り設立 し,首 領 を神格 化 し,迷 信 邪説 を利

用,製 造,散 布 す る等 の手段 に よ り他人 を惑 わ し騙 し,メ ンバ ー を拡大 しコ

ン トロー ル し,社 会 に危 害 を与 え る,非 合 法組 織 で あ る。」理 論家 は この 「邪

教 」の特徴 を、 「教主崇 拝,邪 説編 造 、銭 財収 奪、 秘密結 社 、社会 危害 」と整

理 した。一

法輪功信 徒 の4.25事 件 の結果 として、 「邪 教」 の定義 には、宗教 のほか に、

「気功 その他 の名 義 を騙 り」が追加 され,さ らに 「首領 を神格 化 し」 とい う条

件 が加 わ ったので あ る。

2000年11月 に北京 で開 かれ た 「邪 教 問題 國 際 シ ンポジ ウム」で、 中 国の専

(s>

門家陸純本 は、 「邪 教 」 の新 しい定義 につ いて,次 の よ うな解 説 を行 った

邪 教 は、 中国 にお いて は、会 道 門(旧 中国 の民間宗 教団体 や秘 密結社)型 、

気功 型、教 会型 の三 っ の表 現形 態が あ り、 法輪 功 は気 功兼会 道 門型 で あ り,

安徽 の 「被 立 王」 は教会 型 に封 建 的色彩 が加 わ った典 型 で あ る。邪教 の認 定

にお いて は私 は三 つ の異 なった次元 か ら考 察 で きる と考 え る。第1は 教主 の

自己神化 で、 これ には恐怖 の造成 と信 徒 の コン トロール が含 まれ る。 第2は

教 主 の私欲 で あ り権 力欲,財 欲 、色欲 が含 まれ る。 第3は 社 会 へ の危 害 で あ

る。言 いか えれ ば,宗 教性,道 徳 性,社 会 危害 性 の三つ の方面 か ら考 察 す る
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とい う事 で あ る。

さ らに陸純本 に よれ ば、 邪教 と異端 教 派 の最大 の 区別 は邪教 には神格 化 さ

れ た教 主 が あ り,異 端 教派 には教 主 が生 れ な い とい う事 で ある。邪教 と新 宗

教 は教 主 の存在 形 式で似 た ところが あ る もの の,邪 教 は強烈 に教主 を神 格 化

し,い つ もいわ ゆ る予言 や 自然現 象 を利用 して、 「末 日論 」を散布 して,恐 怖

の雰 囲気 を製 造 し,人 の精 神 を窒息 させ,教 主 の神威 を際立 たせ,入 教 を誘

い,信 徒 を コ ン トロールす るもの で あ る。邪 教 にはほ とん ど どんな理性 的成

分 も無 いが,新 宗 教 は宗 教理念 を通 じて伝 教 し、信徒 の理性 的志 向は邪 教 よ

り強 く,こ の点 が両者 の区別 を示 して い る。 したが って、教 主 を神化 し、 恐

怖 を製造 す る こ とが邪教 の重 要 な特徴 の一 つ となってい るので あ る。

(3)「 邪 教 」 問 題 へ の 異 見

中国内部 で は、 「邪 教」の新 しい定 義 の妥 当性 や操作性 につ いて各種 の議 論

が 見 られ る。 その一部 を紹介 してみ よ う。

実際 操作性 の面か らの批判 的意見 として は、 次 の よ うな ものが あ る。

山西省 の農 村 はキ リス ト教 の非法 宗教 活 動 において、非法 布教活動 が もっ

ともは な はだ しい とい う。非 法 な私 設集 会 所 が多 く、 臨扮市 で は99年 に登

録 集会所170余 ヵ所 に対 して,私 設集 会所 が80余 ヵ所 に達 して い る。 晋城 市

で は1年 で非法 集会所 が コン トロー ルす る信 徒 が全体 の3分 の1に 達 した。

i数千 人 の信徒 が地方政 府機 関 に集 まって圧 力 をか け る事件 も発生 してい る。

調査 を行 った山西大 学法 学部 の専 門家 に よれ ば、 これ ら組織 を取 り締 ま る

の に 「首領 を神格 化 し」とい う項 目に該 当 しないた め に,「 邪 教 」の規定 を援

用 で きない。 また、 宗教管 理部 門 には非登 録 の私設集会所 の非法伝教組織 に

対 す る管轄 権 が無 く,公 安 部 門で は既 存 の 「治安管理 処罰条例 」、 「集会 デモ

法 」 等 の法律 に もぬ け穴が 大 き くて,管 理 に真 空 を もた ら して いる。 このた

め社 会 に重大 な危害 を もた らす非法伝 教組 織 を取 り締 ま るの に具体 的 に有効
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(9)

な規定 に改 定す るよ う提 案 して い る。

独 自に法輪 功 問題 の総 合 的調査 を行 って本 を書 い て香 港 で出版 した中国科

学 院 国情研 究セ ンターの康 暁光研 究員 は、 「正教 」、 「邪 教 」とい う神 経過 敏 な

用 語 の使 用 に反対 し,「 老 宗教」 「新興 宗教 」 「温和 宗教 」 「激 烈宗教 」 「安 全宗

教 」 「危 険宗教 」等 の形 容 詞 を使 うべ きだ と述べ,「 邪教 」 の代 わ りに 「危 険
(io)

宗 教」 とす るのが比較 的妥 当で あ ろ う とす る。

康 暁光 に よれ ぼ、 あ る宗教 が 「安 全」 か 「危険 」か をあ らか じめ予測 す る

基 準 として、次 の4点 に該 当す る宗 教 は 「危 険」で あ る とす る。第1、 現 実社

会 を徹底 的 に否定 す る。 第2、 現世 にお け る救済 を追求 す る。第3、 そ う遠

くな い将 来 にお ける具体 的終 末 の時期 を称 え る。第4、 生 きて い る教主 が存

在 し、 これ を崇拝 す る。 法輪功 は これ ら全 ての条件 にあて は ま るので 「危 険

宗教 」で あ る といえ る。 しか し、 「危 険宗教」の認定 とこれ を権 力 が暴力 で鎮

圧 す る事 とは別 で あって、鎮圧 は犯 罪事実 を根 拠 として,法 律 を準 拠 とすべ

きで あ り,推 論 に よ る断定 と予 測 を根 拠 とす る こ とは出来 ない。

法輪 功 を科学 に対 立 す る迷信 で あ る として、 科学 を普及 す れ ば法輪 功 を消

滅 で きる とい う主流 の考 え方 はお ろかで あ り,法 輪功 が満足 させ てい るの は

実 は人 々の信仰 にた いす る需要 で あ り,科 学 を崇揚 す るこ とは人 の信 仰 にた

いす る需要 を消 し去 る事 も満足 させ る事 も出来 な い。 中国 は現在 、前代 未 聞

の社 会変 革 を経 て お り,し た が って前代未 聞 の新興宗 教 を胚 胎 しつ つ あ り,

法輪功 は中 国大 陸 の新 興宗 教運動 の序 曲 に過 ぎな い、 と康 暁光 は言 う。
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超能力、気功論争関連年表

(1)超 能力(人 体特殊能 力)論 争年表

19793.11『 四 川 日報 』が 「大足 県で耳で 字が わか る児童 を発 見」 との記事 を掲 載 。

6.2『 人 民 日報 』が四川省 の耳 で字 を読 む小 学生 の話 はニ セモ ノ とす る 「四川

医学 院 の報告 」 を報道 。

6。5四 川省 党委 員会 の楊 超 書記 が前記 耳 で字 を読 む小学 生 の件 で 自己批 判。

6.18香 港 『明報 』が李学 聯 の 「耳 で字 を読 む事 は必 ず し もデタ ラメ と言 えな

い」 との大 陸研究者 へ の手紙 を発表 。

19802.4～10上 海 で 『自然 雑誌 』社 が第1回 人 体特殊 能力 科学 討論会開催 。

10.15『 自然雑 誌』編 集部 が 『人 体特殊 能 力通迅 』 を創 刊 。

19815.ll～18重 慶 で、全 国第2回 人体 特殊 能 力科学 討論会 開催 。18日 、 中国人体

科 学研 究会 準備委 員会成 立。

10.9～10国 家 科委政 策研 究室 が 「人体特 殊能 力問題 」座談 会 を開催 。国家科

委 政策 研 究室 、 中国科学 院政 策研 究 室、 中国 自然 弁証 法研 究会 が共 同で,
「人体 特 殊能 力問題 調査研 究連絡 グル ー プ」 を結成 。

1x.30「 人 体特 殊能 力問題 調 査研 究連絡 グル ー プ」が 『人体 特殊 能力問題 調 査

研 究資料 』 を創刊 。

19822.24中 国科 学 院 の報 告会 で、干光遠 国家 科学 技術委 員会 副主任 が人体 特殊 能

力研 究 の方法 論超心 理学 を、神霊 学 で あ りニセ科学 であ る と批判 。『人 民 日

報 』が これ を報 道,解 説 。
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3月 国防 科 学 技 術 委 員 会 副主 任 張 震 簑 が 、党 元 老 達 へ の 張 宝勝 の特 殊 識

字 能 力、 医療 効果 等 の実演 を組 織。5月 葉 剣英宅 で張宝 勝 の気功実演 。

3.15国 防科学 技術委 員会 副主任 張震簑 が、『人 民 日報 』編集 長胡績 偉 に手紙 を

書 き2月 の干 光遠等 の批判 に厳 し く抗議 。

3.31中 共 中央 の 「我 国社 会主 義 時期 の宗 教活 動 に関す る基 本観 点及 び基 本政

策 」発表 。

4.10胡 耀邦 の人体 特殊 能力 に関 す る批示 「この問題 にっ いて は1979年 の最初

か ら私 は疑問 を持 ち,3回 批 語 を書 いて,こ れ はわれわれ の研 究 の方 向で は

な く,新 聞雑 誌 で紹 介 と宣伝 を して はな らない,と 提 起 した。一部 で は断

定 的 な ところが あ ったが,私 の主 張 は根 拠 の あ る ものだ った。後 に私 は管

轄 しな くな ったが、新 聞雑 誌 にか な り載 った。今 も私 は この二 つ の線 を守

るべ きだ と主張 す る。宣伝部 門 がや って もらいたい。」

4.20党 中央宣伝 部が 「新 聞雑誌 上 で人体特殊 能 力 を宣伝 或 い は批判 して はな

らな い こ とに関す る通 知」を出す 。「最近 中央 の何人 か の指 導 的同志 は以下

の見解 を示 した。'!耳で字 を読 む1類 は、われ われの研究 の方 向で は な く,新

聞雑誌 で紹介 と宣 伝 を して はな らず、また批 判 の文章 とニ ュース を発表 し

て はな らない。」

5.5銭 学森 が党 中央宣伝 部常務 副部 長郁 文 に 「党性 を もって人体 特殊 能力 の

真 実 を保 証 す る」 との手紙 を送 る。

5.13胡 耀 邦党 主席 、人体 特殊 能力 問題 に関 して批 示 を発表。「これ はわれ われ

の研 究 の方 向で はな い。そ して科学 的 に まだ充分 に実証 され て いない前 に

は}新 聞雑誌 で宣伝 せず、紹介せ ず,ま た批 判 しな い。 この2か 条 は私 の見

る ところ、妥 当で公 正 な もので あ り,断 固 として この よ うに行 うべ きで あ

る。 しか し,ご く少数 の人 が、引 き続 き この問題 を研究 す る ことは ゆ るさ

るべ きで,ま た彼 等 が小型 の定期研 究状 況報 告 を出 し,こ の方 面 に興 味 の

あ る科学 研 究者 に送 付 して閲読 し,引 き続 き検 討 す る事 は許 され るべ き

だ。」

5.18科 学 技術委 員会 副主任 呉明 喩が胡耀 邦 に手紙 を書 く。28日 、干光遠 が胡

耀邦 に手紙 を書 く。 いずれ も4月20日 の中央宣 伝部通 知 を批 判。

6.15中 共 中央宣伝 部 が 「人体 特殊 能力宣 伝 問題 に関す る通 知」を出す。胡 耀

邦党 主席 の指示 に よ り人体特 殊能 力 の宣 伝問題 にっ いて は、宣伝 せず 、批

判せ ず、 論 争せ ず、 とい う 「三不 」方針 を明示 。

(2)気 功ブーム関連年表

1985こ の年 、国 防科学 技術工 業委 員会政 治委員伍 紹祖 は、中央 宣伝部,国 家 安全 部

と協議 して、特殊 能 力 の研 究 と政策,管 理 に責任 を負 う 「3人小組 」を設置 。

87年 には国家科学技 術 委員会 の郭副主 任 を加 えて 「4人小組 」を結成,1990

年 に は 「6人小組」 を再結成 。
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19864.30中 国気 功科 学研 究会 北京 で成 立大会 。理事長 張震簑 。

5.26～31人 体 科学代表大 会 開催 。 人体 科学 研究 会正式成 立。

ll.18『 光 明 日報 』、中医、気功 、武術 、特 殊能 力 を一 身 に備 えた 中医師厳新 が

重慶 か ら多数 の病 人 を治療 しっ っ北 上、 と報道 。

19871.24『 光 明 日報 』、一 面で 、厳新 と清華 大 学 が気功 外気 で各種水 溶液 を変化 さ

せ る実験 に成 功 した と報 道。

5.3国 家科 学技術 委員会 の批准 の も とに 中国人体科学 学 会正式成 立(理 事 長

張震簑)。 銭学 森が 「人体 科学 は現代 科 学技術 体系 中の一 大部 門で あ る」と

の報 告 を行 う。

8月 張宏墾 が 中華養生益 智功(中 功)の 普及 を開始 。

19883～4月 カ ナダ の魔術 師 ラ ンデ ィを団員 とす る 「所 謂 超 常現象 科学調 査委 員

会」訪 中団 が、 『科技 日報』 の招 きで 訪 中。

3月 国家 科学技 術委員会 、 中央宣 伝部 、 中国科協 が 「気 功 の社 会活動 と宣 伝

報道 工作 に関す る通知 」 を出 す。

5.8田 瑞生 が 、香功(中 国仏法芳香 型智 悟 気功)の 初級 、中級功 の普及 を開始 。

5.13張 宝 勝 が報 告実演 会 を行 い、 批判 派 の前 で実 験 に失敗 。 この件 は1995

年 に公表 され る。

6月 四川省 成都 の方宗騨 が政府 か ら副主 任 医師級 高級気 功 師 に認定 さ る。

19894.13『 健 康報』が、清華大 学 当局 の、厳新 の実験 と清華大 学 とは関係 が無 く,

科学研 究 とは評価 しな い、 との コメ ン トを発表。

19903.18張 香玉 が 「アジァ大 会 」募金 と銘 打 って北京北 大平 荘で万 人気功 実演 大

会 を開始 。12月5日 、不許可 医療 活動 展 開等 の嫌疑 で逮 捕 さる。

5月 『中国人体科 学』誌創 刊。

8.10北 京 科学会 堂で 、「科学 気功 を尊重 し、封建 迷信 を暴露 す る」報 告会開催 。

司馬 南 が 「特殊 能力」 の トリックを暴 露 。

19925月 李 洪 志が長 春で法輪 功 の普 及 を開始 。

199412.5中 共 中央、 国務 院が 「科学 技術 普及 工 作 を強化 す る こ とに関す る若干 の

意見 」 を出す。

19954月 「万 法帰 一功 」 の張小 平が逮 捕 さ る。

5.28全 国科学 技術大 会開催 。偽人 体 科学 、偽 気功、所 謂 人体特 殊能 力へ の批

判 高 まる。

8.5桓 「雲 路 が1994年 に香港 認可で創 設 した 「中国生命 科学研 究 院」に対 して,

中 国気功 科学研 究会 が 中国で の認 可 申請却 下 を指示。

19966.12党 中央宣伝 部,国 家科 委、 中国科協 が連名 で 「科学 普及 宣伝工作 を強化

す る事 に関 す る通知 」 を出す。

10月 北京 市 中級 法 院が、報 道 を名 誉殿 損 とす る沈 昌の 『工人 日報』に対す る

告 訴 を却 下 。
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ll月 中国気 功科 学研究 会が 、法輪 功 の直属功 法登録 を取 り消 す。

19973.30『 國 際気功報 』 が発 禁 に。

7.23胡 万林 が 西安市長 安 県 に終 南 山医院 を開業。98年2月27日 に手入 れ,6月

15日 河南省 商丘 市 に衛 達 医院 を開業 、99年1月 胡 万林 に逮捕 状執行 。12月

商丘 市 中級 法 院で公判 開始 。

4.25法 輪功 学 習者 に よる中南海包 囲事件 。

(3)法 輪功事件関連年表

1952年7.7李 洪 志、原 名李来 、 吉林省公 主嶺 市 に生 まれ る。69年 中学 卒業 。

1970年 軍 に入 り、総後 方勤務 部201部 隊 「八 一一」軍馬飼 育場 毛沢 東思想 宣伝 隊 ラッ

パ手 。72年12月 吉林 省森 林警 察支 隊宣伝 隊所属 。78年5月 同支 隊の招待 所服

務 員 。

1982年4月 長春 市糧 油食 品供給 総公 司保安 課勤務 。

1988年1月 吉林省気 功 科学研 究会康復 セ ンター気功 師 の李 衛東 か ら 「禅 密功 」を、

気功 師 の干 光生 か ら 「九宮八 卦功 」 を習 う。

1990年5月 ～9月 一 家 で タイ に妹 に会 い に行 く。

1991年 職籍≡だ け保 持 して気功普 及活動 に乗 り出す。

1992年5月15日 長春 で第1回 法輪功研 修 班 を実施 。

1993年 首 都北 京 で法輪 功 を普及 。4月 『中国法輪 功』 を出版 。

1月5日 中国法輪 功総 ス テー シ ョン名 で 「中国法輪 功章程 」 を制定 。

7月30日 法 輪功研 究会 設立 。法輪 大法研 究会 の前 身。

8月 中国気 功科 学研究 会 が、法輪 功 を直属功 法分会 とす る。

1994年 初 め、初 期 の弟 子 で あ る宋 嫡辰 ら8人 が 上部機 関 に李 洪志 告発 の手紙 を出

す。

9月24日 李 洪 志、生年 月 日を1953年7月7日 か ら1951年5月13日 に変 更。

12月 経典 『転法輪 』 を出版 。

1995年4月15日 に宋柄辰 が、4月20日 に趙 傑民 が、中国気 功科学研 究会 指 導者 に李

洪 志告発 の手紙 を出す。

1996年6.17『 光明 日報』辛 平論文 「ニ セ科学反 対 で警 戒 を要 す一 『転法輪 』の本

か らの話題 」発 表。8月 法輪 功練 習者 が 『光 明 日報 』社 前で対 話 を要 求。

9.12中 国気 功科学研 究会 が 関連部 門 に、「李洪 志 『法輪功 』問題 に関す る状

況報 告」 を提 出。

10月 旅 行 ビザ で アメ リカ に行 き普及 活動 を行 う。

10月 北京大 学 教授 来樹民 が江 沢民総 書記 に法輪 功 は気功 の外 衣 を ま とった

新宗 教 との手紙 を出す。
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7.24国 家 新 聞出版 署が 『転法輪 』 『中国法輪 功 』等 の 出版 物 を禁書 とす る。

ll.28中 国気 功科学 研究 会 が法輪 功 の 「直 属功 法」 の資 格 を取 り消す。

1998年2月 李 洪志 が ニ ュー ヨー クに居 を定 め る。

4月 法輪 功学 習者 の 山東 省 『斉 魯晩報 』社包 囲事件 。5月 北京 テ レビ包 囲

事 件 。

1999年

4.19天 津 師範大 学 で、法輪功学 習者 が 『青 少 年科 技博 覧』の論文 に抗議 して

座 り込 み開始 。

4.22李 洪 志 アメ リカか ら北京入 り。24日 香港 へ 。27日 オース トラ リアの ブ リ

ス ベ ー ン へ 。

4.25朝 早 くか ら、一 万 人 を超 え る法輪 功 の学 習者 が 中南 海 を包 囲。

4.30李 洪 志、 シ ドニ ー入 り。 中南 海事件 への 直接 的関係 を否定 。

6.2李 洪 志、 「私 の感 想」 を発表。

6.7香 港 各紙 、法輪 功学 習者 集 団が第二 次示 威行 動 に移 った と報道。

7.19「 中共 中央 の共産 党 員が 『法輪 大法 』を修 練 して は な らない ことに関 す る

通 知 」発 出。同 日夜 か ら、20日 未 明 にか けて、 中国各 地 で法 輪功幹部 の一

斉摘 発 が行 われ る。

7.22中 国民政 部 の 「法輪大法研 究会取 締 りに関 す る決 定」。法輪功 と李 洪志
一 斉批 判 開始

。

7.29公 安部 が李 洪 志 を国際指名手 配。

10.30全 人代 常委 「邪 教組織 の取締 り、邪 教 活動 の 防止 と処 罰 に関す る決

定 」。

ll.12海 南省 海 口市 中級法 院が法輪功 中核 分 子宋岳 勝 等4人 に有期懲役刑 を

判 決。

12.16北 京市 第1中 級 法院 は、法輪 功 中核 分 子で あ る李 昌、 王治文 、紀 烈

武 、挑 潔 に対 して それ ぞれ18年 以下 の 有期懲 役判 決 を下す。

12.23台 北 で行 われた 「法輪大法 燭光晩 会 」に民主 進歩 党 の呂秀蓮が 出席 し、

法輪 功 の活動 を支持 す る演説 を行 う。

2000年

2.4旧 正 月前夜 、天 安 門広場 で法輪 功信 者 が活 動、9人 逮 捕。4月13日100余

名 の法 輪功信 者 が天安 門広場 に集合 。

3.16米 国 國際宗 教委 員会 が ロサ ンジ ェルス で開 いた 「中国 にお ける宗教 の 自

由」公 聴会 に法輪 功 中核分子 の張爾平 が 出席 。

3.22北 京 軍事博 物館 で 『科学文明 を尊重 し,迷 信 愚 昧 に反 対す る』大型展 覧

会 開幕 。

8～9月 国連 千 年首脳 会議 と議 長大 会開 く。 ニ ュー ヨー クで法輪功 グルー プ

が抗 議,宣 伝活 動 を展 開。

10.1国 慶 節 に天 安 門広場 で活動 の法輪 功信 者1373人 を警 察 が拘束 。

11.13中 国反 邪教協 会北 京 で成 立大会 開催 。

11.9～ll北 京で 、中国 國際友 誼促進 会(社 会 問題 研究 交流 セ ンター)が アジ
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アで初 の 「邪教 問題 國際 シ ンポジ ウム」開催 。

12.23台 北 で の 「法輪 大法2000年 交流会 」で 民主進 歩党 の 呂秀 蓮がi挨拶。

12.23北 京 中国 科技 会 堂 で 「邪 教反 対,人 権 保 障 一 中国反 邪 教協 会 第1回 報

告会兼 学術 討論会 」 開催 。

2001年

1.1天 安 門広場 で活動 の法輪功信 者2626人 を警 察=が拘 束。

1.237人 の法輪 功信 者 が 旧正 月大 晦 日に天安 門広場 で焼 身 自殺 を図 る。 二入

が死 亡。

1.31科 学技 術界人 士 が 「法輪 功」邪 教組織 を批 判暴 露 す る座談 会 を開 く。

1月 中国反邪 教協会 が百 万人署 名運 動 開始 。

4.17グ アムで密入 国 し収監 され て いた中国気功 師張 宏塗 を,ア メ リカ政 府 が

釈 放 。

11月 中国 國際友誼促 進会 が北 京 で 「邪 教極 端行為 シ ンポジ ウム」 を開催 。

2002年

2月 旧正 月 に、カ ナダ,イ ギ リス,オ ース トラ リア等 の国 か らの59人 の法輪

功 活動 家が天 安 門広 場 で活動 し,拘 束,強 制送 還 され た。

3月 吉林 省長春 市 で、有線 テ レビの画像 が法輪功 の宣伝 画像 に切 り替 え られ

た。

6.23～30テ レビ用衛 星 「シ ノサ ッ ト1」が法輪 功分 子 の電 波攻 撃 を受 け,中 央

テ レビ局9番 組 と、 四川,雲 南,貴 州 、等10の 省 級 テ レビ局 が 重大 な妨 害

を受 けた。

9.8「 シ ノサ ッ ト1」衛 星が再 び法輪 功分 子 の電 波攻撃 を受 けた。国務 院 台湾 弁

公 室責任 者 は、電波 が 台湾 の台北地 区か ら発射 され た と,台 湾 当局 を非 難。


